
タ　イ　ト　ル 発表者数

2009年11月25日 ～ 2009年11月27日 「開発現象に関わる文化人類学」 12

2010年11月24日 ～ 2010年11月26日 「国境を越える市民社会と人類学」 16

2011年11月30日 ～ 2011年12月2日 「マテリアリティの人間学」 11

2012年11月28日 ～ 2012年11月30日 「包摂と自律の人間学――空間をめぐって」 11

2013年11月20日 ～ 2013年11月22日 「アートを考える――人類学からのアプローチ」 8

2014年11月26日 ～ 2014年11月28日 「包摂と自律の人間学――宗教と社会的つながりをめぐって」 9

2015年11月11日 ～ 2015年11月12日 「伝承と身体をめぐる文化人類学」 8

2016年11月30日 ～ 2016年12月1日 「人類学的営みにおける映像」 8

2017年12月7日 ～ 2017年12月8日 「グローバル現象を人類学はどのように捉えるか」 9

2018年11月8日 ～ 2018年11月9日 「時空間を超える知識の共有―タテにつながる、ヨコにつながる―」 8

2019年11月28日 ～ 2019年11月29日 「ゆらぐマジョリティ／マイノリティ」 8

2020年11月25日 ～ 2020年11月26日 「危機対応をめぐる文化のデザイン――人類の知と技を問いなおす」 8

2021年11月24日 ～ 2021年11月25日 「モビリティを再考する――人びとの実践、調査者の実践」 8

2022年11月16日 ～ 2022年11月17日
「オンライン時代の民族を考える――アーカイブ・現地・インターネット空間
へのアプローチ」

7

2023年11月30日 ～ 2023年12月1日
「コミュニケーションの多様性――『つながり』『へだたり』『かかわり』の
フィールドから」

7
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